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　演劇の上演が行動の構造物であるというテーゼ
は，いまひとつのテーゼである戯曲は行動の構造物
であるに比較すれば，一般的な理解は得られ易いで
あろう。演劇は一群の俳優という生身の人間によっ
て演じられるものだという常識が背景にあるからで
ある。そこには俳優が観客を前にして身体的に動く
ということが第一義的に想定されていることがあ
る。
　ところが戯曲が行動の構造物であると言う場合，
果してどうであろうか。戯曲は演劇の場合に考えら
れるような身体的に動くものとは直接的には関りな
いものとして，つまり言語を嫌体とする作品，文学
作品であるのだから，そのテーゼはおかしいという
ことになろう。
　とすればこの研究課題にとって，まず第一に問題
にされるべきは，戯曲と演劇上演に共通する「行動」
という概念とはいかなるものかという問題だろうと
思う。そういう問題として戯曲とその上演を実践面
において追求した人物として，コンスタンチン・ス
タニスラフスキイがいる。
　モスクワ芸術座の俳優，演出家の立場で彼が行っ
た演劇探究が近年盛んに再検討されている。その再
検討の中から明らかにされつつある戯曲の上演に関
る諸問題の解明への糸口は，はからずもこれまた近
年の演劇の現場における試行が提供するやはり戯曲
の上演における根本的な問題についての様々な解明
と深く閲り合うものであるようだ。とりわけ，英国
におけるチェーホフ上演に関る現場における成果に
ついての研究，批評は少くとも上記の関連性につい
て，そこを中心に戯曲と上演の両者を「行動の構造
物」として考えるには示唆的な拠点であることを教
えている。
　例えば英国の演劇季刊誌『ニュー・シアター・
クォータリー』は最近二十年ほどの間の英国の
チェーホフ上演の具体的な諸問題を取り上げた一連
の論考を掲載しているが，それらの一部を含めた一
九二〇年代以後の英国におけるチェーホフ上演につ
いての論文集が広い視野から，戯曲解読とその上演
の問題に光を投じている。
　本年度は以上のように，近年のスタニスラフスキ
イの再検討と英国におけるチェーホフ上演の実践的
な課題究明の仕事とを照し合せつつ，戯曲を上演す
る場合の「行動Jの問題を中心に研究を続けた。以
後，チェーホフ以外の劇作家の作品も含めて，この
課題を具体的な問題を中心に追求してゆくつもりで
ある。
